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平
成
９
年
度
第
３
回
玉
城
町
社
会
福
祉

協
議
会
理
事
会
・
評
議
員
会
は
平
成
10
年

３
月
13
日
に
町
保
健
福
祉
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
平
成
10
年
度
玉
城
町
社
会
福
祉

協
議
会
事
業
計
画
や
一
般
会
計
予
算
を
は

じ
め
、
各
特
別
会
計
予
算
等
が
審
議
さ
れ
、

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
成
10
年
度
玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
計
画
事
業
方
針

21
世
紀
の
到
来
に
合
わ
せ
て
公
的
介
護

保
険
制
度
の
発
足
が
決
定
し
、
い
よ
い
よ

ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
の
「
保
健
」
と
「
福
祉
」

が
一
体
と
な
っ
て
高
齢
者
介
護
を
支
え
よ

う
と
い
う
考
え
方
が
実
現
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
当
社
協
に
お
い
て
も
、
平
成
９

年
６
月
の
町
保
健
福
祉
会
館
オ
ー
プ
ン
に

合
わ
せ
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
開
始

し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
増
員
す
る
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
と
し
て
の
基
盤
作
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
10
年
度

に
お
い
て
は
、
従
事
者
の
資
質
向
上
や
利

用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
保
健
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
提
供
機
関
相
互
の
情
報
提
供
な
ど
、

ソ
フ
ト
面
を
よ
り
充
実
し
て
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
を
満
た
し
、
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス

供
給
の
実
現
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
公

的
介
護
保
険
制
度
の
対
象
外
に
な
る
障
害

者
福
祉
な
ど
、
そ
の
他
の
社
会
福
祉
制
度

と
の
間
に
制
度
間
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う

に
行
政
機
関
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を
保

ち
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
福
祉

団
体
、
福
祉
協
力
校
等
の
協
力
を
得
て
、

総
合
的
な
福
祉
事
業
の
充
実
に
向
け
て
事

業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１．

各
種
福
祉
事
業

１．

老
人
・
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
運
営

２．

寝
た
き
り
・
独
居
の
高
齢
者
、
心

身
障
害
者
へ
の
訪
問
介
護

３．

福
祉
バ
ス
の
運
行

４．

小
規
模
授
産
施
設
（
夢
工
房
た
ま

き
）
の
運
営

５．

独
居
老
人
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
及

び
会
食
会
の
開
催

６．

知
的
障
害
児
（
者
）
の
生
活
交
流

会
の
開
催

７．

は
っ
ぴ
ぃ
サ
ー
ク
ル
の
開
催

８．

老
人
福
祉
施
設
、
身
体
障
害
者
福

祉
施
設
の
歳
末
慰
問

９．

会
員
制
度
の
啓
発
推
進
、
会
員
確

保

10．

社
協
だ
よ
り
の
発
行

11．

こ
と
ぶ
き
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営

と
組
織
強
化

２．

援
護
事
業

１．

生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け
業
務

２．

世
帯
更
生
資
金
の
貸
し
付
け

３．

各
種
募
金
活
動
の
推
進

日
赤
募
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
月

共
同
募
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
　
　
　
　
12
月

４．

心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設

毎
月
１
日
・
15
日
　
町
保
健
福
祉
会
　
　

館

相
談
室

５．

そ
の
他

１．

民
生
児
童
委
員
協
議
会
と
の
連
絡
、

調
整

２．

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
相
互
連
絡
、
指
導

３．

各
福
祉
団
体
、
福
祉
協
力
校
の
育

成
、
指
導

４．

上
部
団
体
、
各
種
協
議
会
で
開
催

さ
れ
る
事
業
へ
の
積
極
的
な
参

加
・
協
力

そ
の
他
、
社
会
福
祉
の
向
上
に

必
要
な
事
業
の
実
施

◆平成10年度玉城町社会福祉協議会一般会計予算　　　　　　　　
単位：円

収　　　　入 支　　　　出

財 　 産 　 収 　 入 10,000 法 人 運 営 費 187,000

会 　 費 　 収 　 入 750,000 事　　　務　　　費 10,068,000

寄 付 金 収 入 800,000 事　　　業　　　費 12,305,000

共同募金配分金収入 1,161,000 募金配分金事業費 357,000

補 助 金 収 入 13,224,000 受 託 事 業 費 77,061,000

助 成 金 収 入 1,733,000 負 担 金 支 出 624,000

受 託 金 収 入 77,161,000 繰　　　出　　　金 1,423,000

事 　 業 　 収 　 入 7,380,000 予　　　備　　　費 305,000

繰 入 金 収 入 1,000

雑　　　収　　　入 10,000

繰 越 金 収 入 100,000

収 　 入 　 合 　 計 102,330,000 支 　 出 　 合 　 計 102,330,000

平
成
10
年
度
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
予
算
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◆平成10年度玉城町社会福祉協議会心配ごと相談特別会計予算　　
単位：円

収　　　　入 支　　　　出

繰　　入　　金 350,000 運　　営　　費 361,000

繰　　越　　金 20,000 予　　備　　費 10,000

雑　　収　　入 1,000

収　入　合　計 371,000 支　出　合　計 371,000

◆平成10年度玉城町社会福祉協議会ことぶき人材センター特別会計予算
単位：円

収　　　　入 支　　　　出

手 数 料 収 入 1,000,000 運　　営　　費 1,536,000

繰　　入　　金 573,000 予　　備　　費 58,000

繰　　越　　金 20,000

雑　　収　　入 1,000

収　入　合　計 1,594,000 支　出　合　計 1,594,000

平
成
９
年
度
　
社
会
福
祉
協
議
会
決
算

平
成
10
年
度
第
１
回
玉
城
町
社
会
福
祉

協
議
会
理
事
会
・
評
議
員
会
は
平
成
10
年

６
月
10
日
に
町
保
健
福
祉
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
平
成
９
年
度
玉
城
町
社
会
福
祉

協
議
会
事
業
報
告
や
一
般
会
計
決
算
を
は

じ
め
、
各
特
別
会
計
決
算
等
が
審
議
さ
れ
、

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
成
９
年
度
　
玉
城
町
社
会
福
祉
協
議

会
事
業
報
告

社
会
福
祉
を
め
ぐ
る
情
勢
は
大
き
く
変

化
を
遂
げ
て
お
り
、
特
に
平
成
12
年
度
に

予
定
さ
れ
て
い
る
公
的
介
護
保
険
制
度
の

発
足
は
、
本
会
の
基
幹
事
業
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
で
、
平
成
９
年

６
月
に
町
保
健
福
祉
会
館
が
完
成
し
、
こ

こ
に
本
会
活
動
の
拠
点
を
移
す
と
共
に
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
新
規
着
手
や
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
増
員
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
大
な
ど
、
公
的
介
護

保
険
制
度
の
実
施
に
向
け
た
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
供
給
体
制
作
り
を
基
本
に
事
業
の
充

実
を
図
り
ま
し
た
。

他
方
、
心
身
障
害
者
福
祉
な
ど
高
齢
者

以
外
の
住
民
の
方
々
を
対
象
に
し
た
福
祉

事
業
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
進
め
る
こ
と
に
も

留
意
し
な
が
ら
、
事
務
・
事
業
の
合
理
化
、

効
率
化
を
図
り
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

１．

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

保
健
福
祉
会
館
の
オ
ー
プ
ン
と
同
時

に
、
老
人
・
身
体
障
害
者
を
対
象
に
し
た

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

開
始
当
初
の
利
用
は
低
調
で
し
た
が
、

徐
々
に
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
・
内
容
を
要
介

護
者
ご
本
人
や
そ
の
ご
家
族
に
ご
理
解
い

た
だ
い
て
、
３
月
26
日
に
は
16
名
の
利
用

実
績
を
得
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

平
成
10
年
３
月
末
に
お
け
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
込
者
数

男
性
　
　
　
女
性
　
　
　
計

27
人
　
　
　
53
人
　
　
　
80
人

◯平成９年度デイサービス利用実績

月　別 開所日数
利　用　者　数

延利用者数　 日当り
６月 ２１日 ９２人 ４．４人
７月 ２２日 １４８人 ６．７人
８月 ２１日 １６９人 ８．０人
９月 ２０日 １５８人 ７．９人

１０月 ２２日 １７０人 ７．７人
１１月 １８日 １５７人 ８．７人
１２月 ２０日 ２０３人 １０．２人
１月 １９日 ２２４人 １１．８人
２月 １９日 ２２９人 １２．１人
３月 ２２日 ２７７人 １２．６人
計 ２０４日 １，８２７人 ９．０人



２．

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

保
健
福
祉
会
館
の
オ
ー
プ
ン
に
あ
わ
せ

て
常
勤
ヘ
ル
パ
ー
を
３
名
増
員
し
、
５
名

で
老
人
・
身
体
障
害
者
へ
の
訪
問
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
と
の
複
合
利

用
も
あ
っ
て
利
用

者
数
は
増
加
し
つ

つ
あ
り
、
平
成
９

年
度
の
利
用
実
績

は
、
下
記
の
と
お

り
で
し
た
。
な
お
、

今
後
は
登
録
ヘ
ル

パ
ー
制
度
を
導
入

し
、
公
的
介
護
保

険
制
度
の
実
施
時

期
ま
で
に
早
期
に

土
・
日
、
早
朝
・

夜
間
を
含
め
た
在

宅
介
護
支
援
体
制

の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

３．

授
産
施
設
運
営
事
業

重
度
の
障
害
児
（
者
）
と
、
比
較
的
軽

度
で
は
あ
る
が
集
団
・
共
同
で
の
作
業
・

生
活
に
な
じ
ま
な
い
障
害
児
（
者
）
の
生

活
指
導
を
主
体
に
し
て
施
設
運
営
し
て
い

ま
す
。
年
度
末
の
通
所
登
録
者
は
12
名
で
、

通
所
者
数
の
増
加
と
共
に
重
度
障
害
児

（
者
）
の
全
体
に
占
め
る
割
合
が
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。
介
護
と
生
活
指
導
を
充
実

す
る
た
め
常
勤
指
導
者
２
名
と
非
常
勤
指

導
者
２
名
の
４
名
体
制
で
施
設
を
運
営
し

て
い
ま
す
。“
さ
お
り
織
”
や
“
む
す
び
織
”、

各
種
ビ
ー
ズ
製
品
を
主
体
と
し
た
仲
間
た

ち
の
作
品
に
対
す
る
地
域
の
方
々
の
関
心

は
一
層
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、「
ふ
れ
あ
い
の

館
」
や
「
桜
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
展
示
即
売
会
場
で
一
般
の
方
々
と
ふ

れ
あ
う
機
会
が
仲
間
た
ち
の
意
識
高
揚
に

大
き
く
作
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
訪
問
・
交
流
や

各
種
交
流
会
、
学
習
会
へ
の
参
加
は
絶
え

ず
仲
間
た
ち
に
新
鮮
な
刺
激
を
与
え
、
貴

重
な
体
験
学
習
と
し
て
着
実
な
成
果
が
現

れ
て
い
ま
す
。

４．

は
っ
ぴ
ぃ
サ
ー
ク
ル
事
業

心
身
に
障
害
を
持
つ
青
少
年
が
心
身
と

も
に
調
和
の
と
れ
た
成
人
に
な
る
た
め
に

は
、
学
校
教
育
以
外
に
も
日
常
生
活
を
通

じ
て
、
自
主
的
、
主
体
的
な
生
活
・
活
動

体
験
を
豊
富
に
積
み
重
ね
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
学
校
週
５
日
制
を
活
用
し
て
、
地

域
の
異
年
齢
集
団
を
含
め
た
仲
間
と
の
交

流
を
深
め
、
豊
富
な
活
動
体
験
の
機
会
を

確
保
す
る
た
め
、
町
内
の
心
身
に
障
害
を

持
つ
小
・
中
学
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
る
小
学
生
・

高
校
生
・
大
学
生
・
地
域
の
社
会
人
が

「
は
っ
ぴ
ぃ
サ
ー
ク
ル
」
を
結
成
し
、
年
間

７
回
の
活
動
計
画
の
も
と
に
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
障
害
児
、

保
護
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
皆
で
共
に
楽

し
く
活
動
し
て
本
事
業
の
目
的
を
達
成
す

る
と
共
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
大
切

さ
を
よ
り
一
層
互
い
に
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

５．

心
配
ご
と
相
談
事
業

ひ
ろ
く
地
域
住
民
の
日
常
生
活
か
ら
生

じ
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
相
談
に
応
じ
、
適

切
な
助
言
、
援
助
を
行
う
た
め
、
心
配
ご

と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
原
則
的

に
毎
月
１
日
、
15
日
の
月
２
回
を
相
談
日

と
定
め
、
町
保
健
福
祉
会
館
に
お
い
て
年

間
22
日
相
談
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
年
間

で
32
人
か
ら
33
件
の
相
談
を
受
け
付
け
、

問
題
の
解
決
に
つ
と
め
ま
し
た
。

６．

こ
と
ぶ
き
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

高
齢
の
た
め
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
た

方
々
な
ど
を
対
象
に
雇
用
契
約
以
外
の
方

法
で
何
ら
か
の
就
業
機
会
を
提
供
し
、
自

己
の
労
働
能
力
を
活
用
し
て
追
加
的
な
収

入
を
得
る
と
共
に
自
ら
の
生
き
が
い
作
り

や
社
会
参
加
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
こ

と
ぶ
き
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
事
業
目
的
や
比
較
的
安
価
な
作

業
受
託
料
、
迅
速
・
親
切
・
丁
寧
な
作
業

が
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
る
こ

と
が
で
き
て
、
平
成
９
年
度
は
、
年
間
104

口
、
受
託
総

額
１
５，

０

４
７
千
円
の

実
績
を
上
げ

る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

７．

そ
の
他
の
事
業

a
各
種
募
金
事
業
の
推
進

平
成
９
年
度
に
お
け
る

各
種
募
金
事
業
は
、
住
民

の
み
な
さ
ん
の
高
い
関
心

と
ご
理
解
・
ご
協
力
を
得

て
下
記
の
よ
う
な
実
績
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
何

れ
も
目
標
額
を
達
成
で
き

ま
し
た
。

b
社
協
会
員
制
度
の
啓
発
、
推
進

会
員
制
度
を
発
足
し
て
２
年
目
に
な
り

ま
す
が
、
住
民
の
み
な
さ
ん
や
各
団
体
・

各
企
業
の
協
力
を
得
て
順
調
に
推
移
し
て

い
ま
す
。

住
民
の
み
な
さ
ん
に
社
協
活
動
に
対
す

る
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
合
わ
せ
て

貴
重
な
自
主
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
今

後
一
層
会
員
制
度
の
普
及
・
啓
蒙
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
９

年
度
末
の
会
員
は

次
の
と
お
り
で

す
。ま

た
、
会
員
区

分
は
下
記
の
よ
う

に
定
め
て
お
り
、

新
規
入
会
は
年
間

を
通
じ
て
随
時
受

付
し
て
お
り
ま

す
。

詳
し
く
は
、
社
協

事
務
局
（
電
話
５

８
―
６
９
１
５
）

へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

会
員
の
区
分
（
会

費
は
何
れ
も
年

額
）

個
人
会
員
（
世
帯
単
位
の
入
会
）

会
費
１
口
　
　
　
　
　
３
０
０
円

団
体
会
員
（
福
祉
施
設
及
び
団
体
、
企
業
等
）

会
費
１
口
　
　
　
５，

０
０
０
円

賛
助
会
員
（
一
定
額
以
上
の
会
費
納
入
者
）

会
費
１
口
　
　
１
０，

０
０
０
円
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◯平成９年度ホームヘルパーの訪問状況

区　分 訪問対象人員 実訪問時間

老　人 44人 3,678.5時間

身体障害者 14人 1,044.5時間

計 58人 4,723.0時間

募金の種類 実施時期 募　金　額
日赤募金 5月 1,620,000円
共同募金 10月 1,500,000円

歳末たすけあい募金 12月 316,000円

会員区分 会員数 口　数 会　　　費

個人会員 331人 1,026口 307,900円

団体会員 26団体 75口 375,000円

賛助会員 ９人 11口 110,000円

合　　計 792,900円

ことぶき人材センター　作業のようす
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c
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
育
成
指
導

平
成
８
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
受

講
者
を
中
心
に
し
て
結
成
さ
れ
た
「
玉
城

た
ん
ぽ
ぽ
」
を
含
め
た
４
グ
ル
ー
プ
で

「
玉
城
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
」
を

結
成
し
、
各
グ
ル
ー
プ
の
相
互
連
絡
と
上

部
団
体
と
の
連
絡
調
整
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。今

後
は
特
定
非
営
利
団
体
活
動
促
進
法

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
に
関
し
て
も
積
極
的
に
調

査
・
研
究
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
自

発
的
な
活
動
を
側
面
か
ら
援
助
し
て
ま
い

り
ま
す
。

な
お
、
各
グ
ル
ー
プ
の
主
な
活
動
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆平成９年度玉城町社会福祉協議会一般会計決算　　　　　　　　　
単位：円

収　　　　入 支　　　　出

会　　　　　費 792,900 事　　務　　費 3,395,641

配　　分　　金 1,145,200 事　　業　　費 18,571,200

委　　託　　金 404,000 受 託 事 業 費 61,672,589

補　　助　　金 79,081,800 諸　支　出　金 640,771

助　　成　　金 330,000 繰　　出　　金 1,732,000

寄　　附　　金 929,198 予　　備　　費 0

雑　　収　　入 1,748,300

繰　　越　　金 2,009,870

収　入　合　計 86,441,268 支　出　合　計 86,012,201

◆平成９年度玉城町社会福祉協議会心配ごと相談特別会計決算　　　
単位：円

収　　　　入 支　　　　出

繰　　入　　金 272,000 運　　営　　費 306,373

繰　　越　　金 72,397 予　　備　　費 0

雑　　収　　入 77

収　入　合　計 344,474 支　出　合　計 306,373

収入支出差引残高429,067円は、平成10年度へ繰り越す決算としました。

収入支出差引残高38,101円は、平成10年度へ繰り越す決算としました。

◆平成９年度玉城町社会福祉協議会ことぶき人材センター特別会計決算
単位：円

収　　　　入 支　　　　出

繰　　入　　金 460,000 運　　営　　費 1,327,557

手 数 料 収 入 724,248 予　　備　　費 0

繰　　越　　金 371,124

雑　　収　　入 3,215

収　入　合　計 1,558,587 支　出　合　計 1,327,557

収入支出差引残高231,030円は、平成10年度へ繰り越す決算としました。

独居老人への給食サービス
（40食／月２回）

「夢工房たまき」の支援
町内美化運動（空き缶拾い）
各種心身障害児（者）支援活動
「ケアハイツ玉城」の支援

「ケアハイツ玉城」の支援
各種心身障害児（者）支援活動

絵本と紙芝居で地域交流を推進
各種心身障害児（者）支援活動

各種心身障害児（者）支援活動心のケア
視覚障害者へ「声の広報たまき」を配
信各種心身障害児（者）支援活動

玉 城 町 虹 の 会 53名

団　体　名 組織人員 主　な　活　動

ボランティア玉城 24名

お話しキャラバン 10名

玉 城 た ん ぽ ぽ 34名



町社協役員一部改選のお知らせ

民生児童委員功労者に晴れの表彰
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町社会福祉協議会役員の一部の方々が、本年５月末までに、その選出母体における役職異動などの

都合によって退任され、その後任者が次のように選任されました。

（任期は、前任者の残任期間平成10年12月24日まで）

役　職　　 前任者 後任者 選出母体（役職）

理　事
丹羽　弥七　　　 神田　　力　　　 町老人クラブ連合会長

渡辺　桂子　　　 山下八重子　　 町婦人連絡協議会長

評議員
神田　　力　　　 前川　嘉次　　 町老人クラブ連合会副会長

東出　幸次　　　 中北　利讀　　　　　　　　 〃

県民生委員児童委員大会が平成10年5月12日、津市の県総合文化センターで開催され、その席上、功

労のあった民生委員児童委員に表彰が行われました。玉城町では次の方々が表彰を受けられました。

（敬称略）

県民生委員児童委員協議会長表彰 森　　　　典　子 （南新町）

〃　　　　　　　 岡　部　　一　夫 （新田町）

〃　　　　　　　　　 田　中　　ま　さ （栄　町）

〃　　　　　　　　　 見　並　　和　子 （魚　町）

「チャリティーバザー」
出品ご協力のお礼

毎
年
、
多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら

「
桜
ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ

ー
」
へ
の
ご
出
品
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
は
４
月

12
日
（
日
）
に
「
桜
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
、
み
な
さ
ん
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
拠
出
品
は
、

福
祉
団
体
の
方
々
の
ご
奉
仕
に
よ

る
値
付
け
・
販
売
の
上
、
売
上
の

全
額
を
社
会
福
祉
資
金
と
し
て
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
入
金
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
「
桜
ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
バ
ザ
ー
」
売
上
額
は
、
２
４

５，

０
６
６
円
で
し
た
。

ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ああ
とと
がが
きき

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
、
全
国
高
等

学
校
野
球
大
会
な
ど
た
っ
た
一

球
の
白
球
が
全
国
の
何
百
、
何

千
万
の
フ
ァ
ン
を
沸
か
せ
て
く

れ
た
夏
、
み
ん
な
が
感
動
し
励

ま
さ
れ
い
い
思
い
出
を
つ
く
ら

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
社
協
で
は
今
回
社
協

だ
よ
り
第
５
号
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。

本
号
で
は
平
成
10
年
度
予
算

を
は
じ
め
平
成
９
年
度
決
算
、

各
種
事
業
実
績
を
中
心
に
お
知

ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
受
託
し
て
お
り
ま
す

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
等
申
し
込
み
を
な

さ
れ
る
方
々
も
月
々
増
加
し
て

お
り
、
お
世
話
さ
せ
て
い
た
だ

く
係
員
も
や
り
が
い
を
感
じ
つ

つ
も
反
面
、
ご
健
康
を
祈
ら
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま

す
が
、
お
体
に
は
充
分
ご
留
意

な
さ
れ
毎
日
を
お
元
気
に
お
過

し
下
さ
い
。

（敬称略）

第11回桜まつり

みなさんおめでとうございました。


